
緊急

2026年3月27日、外食業界に激震が走った。出入国在留管理庁が、特定技能「外食業」における新規
受け入れの停止を決定。
深刻な人手不足の「救世主」と目された特定技能制度が、なぜ急ブレーキを踏まされたのか。これは単な
る上限枠の調整ではない。無理を重ねてきた「安価な労働力依存モデル」の限界が露呈した結果である。
本特集では、外食特化の登録支援機関を襲う連鎖倒産の予兆、ドミノ倒しのように停止リスクが迫る
「飲食料品製造」「建設」が抱える火種を検証する。さらに、現場で公然の秘密となっている「偽装技
人国」の実態、留学生アルバイトを前提としたビジネスモデルの不都合な真実を直視する。制度の構造
的欠陥を浮き彫りにし、日本企業が今、優先すべきリスクヘッジ戦略を提言する。

特定技能「外食業分野」	 における受入れ上限の
運用について | 
出入国在留管理庁
4.13外食特定技能「停止」の衝撃—歪んだ外国
人材マーケットの終焉？新たに生まれた人材ビジネス

「カントリーリスク」を探る
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度
創
設
当
初
は
、
受
け
入
れ
上
限
を
5

万
3
0
0
0
人
と
し
て
い
た
。
ま
た
、

令
和
６
年
３
月
末
の
向
こ
う
５
年
間
の

受
け
入
れ
上
限
も
同
様
に
5
万

3
0
0
0
人
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か

し
、
技
能
実
習
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
育

成
就
労
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
技
能
実
習
で
は
外
食
分

野
が
な
か
っ
た
が
、
育
成
就
労
で
は
特

定
技
能
と
原
則
分
野
を
一
致
さ
せ
て
い

く
と
の
方
針
の
下
で
、
令
和
８
年
１
月

に
、
育
成
就
労
に
外
食
分
野
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
際
に
、

育
成
就
労
も
人
手
不
足
を
充
足
す
る
制

度
で
あ
る
た
め
、
上
限
が
設
け
ら
れ
、

特
定
技
能
は
5
万
人
に
、
育
成
就
労
は

5
3
0
0
人
と
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
結
果
的
に
特
定
技
能
単
独
の
上

限
枠
は
む
し
ろ
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
以

前
の
5
万
3
0
0
0
人
か
ら
5
万
人

へ
、
3
0
0
0
人
の
削
減
で
あ
る
。
こ

れ
自
体
は
、
制
度
的
な
調
整
で
あ
り
、

実
質
的
な
変
更
と
は
言
え
な
い
が
、
こ

う
し
た
中
で
１
月
に
引
き
下
げ
た
ば
か

り
の
上
限
に
今
回
抵
触
し
そ
う
な
状
況

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
の
見
解
は
こ
う
だ
。「
処

遇
改
善
に
よ
り
、
外
国
人
で
は
な
く
日

突
然
の
停
止
決
定

︱

そ
の
背
景

3
週
間
前
の
「
緊
急
速
報
」

2
0
2
6
年
3
月
27
日
、
出
入
国
在

留
管
理
庁
は
特
定
技
能
「
外
食
業
」
に

お
け
る
新
規
受
け
入
れ
を
4
月
13
日
を

以
っ
て
停
止
す
る
と
発
表
し
た
。
わ
ず

か
17
日
間
の
猶
予
し
か
な
い
、
異
例
の

急
告
で
あ
る
。

4
月
13
日
以
降
の
申
請
は
全
て
不
交

付
さ
れ
、
海
外
か
ら
呼
び
寄
せ
る
予
定

だ
っ
た
人
材
は
全
員
「
ア
ウ
ト
」
と
な

る
。
新
規
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の

交
付
申
請
は
一
切
受
け
付
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
。

な
ぜ
今
、
ブ
レ
ー
キ
が
踏
ま
れ
た
の
か

背
景
に
は
数
字
の
急
迫
が
あ
る
。
外

食
業
の
特
定
技
能
在
留
者
数
は

2
0
2
5
年
11
月
末
時
点
で
4
万

2
3
9
6
人
だ
っ
た
が
、
2
0
2
6
年

2
月
に
は
約
4
万
6
0
0
0
人
へ
と
急

増
し
た
。
わ
ず
か
3
カ
月
で
4
0
0
0

人
近
く
の
増
加
で
あ
る
。

受
け
入
れ
上
限
は
5
万
人
。
こ
の
ペ

ー
ス
が
続
け
ば
5
月
に
は
突
破
す
る
計

算
だ
っ
た
。
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
緊

急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
の
は
、
枠
の
飽

和
が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

「
上
限
増
」
で
は
な
く
「
上
限
減
」
と

い
う
逆
行

実
は
、
外
食
分
野
は
、
特
定
技
能
制

● 外食産業における在留者予測と上限到達

時点
在留者数
（外食業）

状況

2024年12月末 約30,000人 前年比から大幅増の
始まり

2025年11月末 42,396人 急激な加速が鮮明に

2026年2月末 約46,000人 3カ月で約4,000人増 
のハイペース（速報値）

2026年5月
（予測） 50,000人超 受入れ上限に到達

本
人
を
雇
用
す
る
努
力
を
す
べ
き
」「
外

食
従
事
者
4
0
5
万
人
の
う
ち
特
定
技

能
は
1
%
強
に
過
ぎ
ず
、
影
響
は
限
定

的
」
︱
。

だ
が
、
こ
の
認
識
は
現
場
の
実
態
と

著
し
く
乖
離
し
て
い
る
。

「
1
%
だ
か
ら
影
響
は

限
定
的
」の
欺
瞞

中
小
零
細
が
支
え
る
外
食
業
界

外
食
産
業
の
事
業
所
構
成
を
見
れ

ば
、
国
の
見
解
が
い
か
に
的
外
れ
か
が

わ
か
る
。
全
事
業
所
の
6
割
が
個
人
経

営
で
あ
り
、
資
本
金
1
0
0
0
万
円
未

満
の
事
業
者
が
約
8
割
を
占
め
る
。
大

手
チ
ェ
ー
ン
の
話
で
は
な
い
。
街
の
定

食
屋
、
ラ
ー
メ
ン
店
、
小
さ
な
居
酒
屋

︱
こ
う
し
た
零
細
店
舗
で
特
定
技

能
の
人
材
が「
1
人
欠
け
る
」こ
と
が
、

果
た
し
て
「
限
定
的
」
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。

「
外
国
人
は
安
い
」
と
い
う
決
定
的
な

誤
解国

は
暗
黙
の
前
提
と
し
て
「
外
国
人

を
雇
う
の
は
コ
ス
ト
が
安
い
か
ら
」
と

考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
実
態
は

異
な
る
。

登
録
支
援
機
関
へ
の
月
次
委
託
費
、

ビ
ザ
申
請
費
用
、
渡
航
費
、
住
居
提
供

の
コ
ス
ト

︱
こ
れ
ら
を
合
算
す
る

と
、
外
国
人
材
の
雇
用
コ
ス
ト
は
日
本

人
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
に
な
る
。

で
は
、
な
ぜ
事
業
者
は
特
定
技
能
を

使
う
の
か
。

答
え
は
単
純
で
あ
る
。
同
じ
コ
ス
ト

を
払
っ
て
も
、
日
本
人
が
来
な
い
か
ら

だ
。処

遇
改
善
す
れ
ば
日
本
人
が
集
ま
る

と
い
う
前
提
自
体
が
、
そ
も
そ
も
現
実

と
乖
離
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
が
示
す
「
現
場
の
悲
鳴
」

外
食
業
の
特
定
技
能
在
留
者
数
は
、

2
0
2
4
年
12
月
か
ら
の
1
年
足
ら
ず

で
53
%
増
加
し
た
。
全
産
業
平
均
の

32
%
を
大
幅
に
上
回
る
伸
び
率
で
あ

る
。
こ
れ
は
現
場
が
い
か
に
外
国
人
材

を
必
要
と
し
て
い
た
か
の
証
左
だ
。

「
2
0
2
7
年
の

育
成
就
労
」は
救
い
に

な
ら
な
い

枠
も
足
り
な
け
れ
ば
、
即
戦
力
に
も
な

ら
な
い

2
0
2
7
年
に
育
成
就
労
制
度
（
技

能
実
習
制
度
の
後
継
）
が
始
ま
り
、
外
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